様式第４号（第４条関係）
浄化槽本体部分設置(帰属)に関する協定書
　浄化槽の設置者である鶴岡市(以下「甲」という。)と、設置(帰属)申請者　　　　　　　　(以下「乙」という。)は、設置(帰属)する浄化槽の工事及び維持管理について次のとおり協定を締結する。
　(目的)
第1条　本協定は、甲の設置する浄化槽の工事及び維持管理について、甲と乙の責任区分を明確にすることを目的とする。
　(工事費の負担区分)
第2条　工事費の負担については、次のとおりとする。
　(1)　甲の負担
　　　標準工事費(浄化槽本体のほか、本体が積雪又は普通乗用車1台分程度の荷重に耐え得るよう、鉄筋コンクリートのスラブ及び基礎を配置し、鉄筋コンクリート支柱4本でそれらを支える構造物を、支障となるものがない土地に設置するために必要な費用)
　(2)　乙の負担
　　ア　受益者分担金
　　イ　支障物件の撤去、移転、復旧工事費
　　　　庭木、家屋、塀、庭石、水道管、コンクリートその他の支障物件
　　ウ　付帯工事費
　　　　流入ポンプ、配線、浄化槽の上を基準以上の駐車場として利用するための補強工事等
　　エ　浄化槽本体設置以外の工事費
　　　　宅内、宅外配管工事、水洗便所設置等に必要な費用
　(乙の負担となる工事の施工時期)
第3条　乙の負担となる工事については、甲が行う浄化槽本体工事と同時に施工するものとする。
　(浄化槽の維持管理費)
第4条　浄化槽の維持管理(保守点検・清掃・法定検査等)は甲が行い、乙が負担する使用料をこれに充てる。
2　使用料のほか、浄化槽設置後に乙の負担となる費用は、次のとおりとする。
　　ア　乙の都合により浄化槽を移動する場合の費用
　　イ　乙の責により修繕の必要が生じた場合の費用
　　ウ　浄化槽に係る電気料及び水道料
　(協定の有効期間)
第5条　この協定の有効期間は、協定締結の日から　　　　年　　月　　日までとする。
　ただし、期間満了の1月前までに甲、乙いずれか一方から何らの意思表示のないときは、この協定は、当該期間満了の日の翌日から更に1年間更新されたものとみなす。その後においても、また同様とする。
　(協議)
第6条　この協定に定めのない事項及びこの協定に関し疑義が生じた事項については、必要に応じ甲、乙協議の上決定するものとする。
　この協定の締結を証するため、この協定書を2通作成し、甲、乙記名押印の上、各自その1通を保有するものとする。
　　　　　　年　　月　　日
山形県鶴岡市馬場町9番25号　　　　　　　
甲　鶴岡市　　　　　　　　　　　　　　印　
鶴岡市長　　　　　　　　　　　　　　　
山形県鶴岡市　　　　　　　　　　　　　
乙　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　
